


（様式第１号　経営安定枠③、④用（原油・物価高騰関連)）

青森県経営安定化サポート資金
特別保証融資制度申込書

令和　　年　　月　　日


　青森県信用保証協会会長　　殿

住所

申込者名

代表者名　　　　　　　　　　

連絡先℡
(担当者：　　　　　　　　　　　)


青森県経営安定化サポート資金に係る融資を受けたいので、青森県経営安定化サポート資金特別保証融資制度要綱５の規定により「申込書」を提出します。
なお、本申込書及び添付資料に記載された個人情報は、青森県のほか、融資審査のため取扱金融機関、保証審査のため青森県信用保証協会及び経営相談指導のため商工会議所又は商工会が授受することに同意します。

記


１　申込者の概要
　(1) 資本金　　　　　　　　　　千円
　(2) 従業員数　　　　　　　　　　人
　　　（うち常用従業員　　　　　　　　　人、うち臨時従業員　　　　　　　　　人）
　(3) 業　　　　　種
　(4) 主たる事業内容
　(5) 設立年月日　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

２　申込金額　　　　　　　　　　　　　　千円（４,０００万円以内）


３　資金使途の内容（具体的に記入）



４　借入予定金融機関名

５　借入希望時期　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

６　借入希望期間　　　　　　　　　　　（据置　　　　　　　）




７　融資の要件（(1)の要件を満たし、かつ、(2)又は(3)の要件を満たすもの）
　(1)　以下の①又は②を満たすこと
①　原油価格の上昇又は物価高騰によりその事業活動に影響を受けている中小企業者であって、最近３か月間の売上高又は受注高若しくは経常利益（以下「売上高等」）が、過去３か年のいずれかの年の同時期と比較して５％以上減少していること

　　　Ａ　最近３か月間の売上高　　　　　　　　　　Ｂ　過去３か年のいずれかの年の同時期の売上高
　　　　　（又は受注高、経常利益）　　　　　　　　　　　（又は受注高、経常利益）
　　　　（　　　　年　　月～　　月）　　　　　　　　　（　　　　年　　月～　　月）
　　　　　　　　　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

　　　　　※（Ｂ－Ａ）／Ｂ×１００＝　　　　　　％　≧５％
                 

②　原油価格の上昇又は物価高騰によりその事業活動に影響を受けている中小企業者であって、最近１か月間の売上高等が、過去３か年のいずれかの年の同時期と比較して、５％以上減少し、かつ、その後の２か月間を含む３か月間の売上高等が、過去３か年のいずれかの年の同時期と比較して５％以上減少することが見込まれること

　　　Ｃ　最近１か月間の売上高　　　　　　　　　　Ｄ　過去３か年のいずれかの年の同時期の売上高
　　　　　（又は受注高、経常利益）　　　　　　　　　　　（又は受注高、経常利益）
　　　　（　　　　年　　月～　　月）　　　　　　　　　（　　　　年　　月～　　月）
　　　　　　　　　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

　　　　　※（Ｄ－Ｃ）／Ｄ×１００＝　　　　　　％　≧５％
                   
　　　Ｅ　最近１か月間及びその後の２か月　　　　　Ｆ　過去３か年のいずれかの年の同時期の売上高
    　　  間を含む売上高（受注高、経常利益）         （受注高、経常利益）
　　　　　（　　　　年　　月～　　月）　　　　　　　　　（　　　　年　　月～　　月）
　　　　　　　　　　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

　　　　　※（Ｆ－Ｅ）／Ｆ×１００＝　　　　　　％　≧５％
                   

　　(2)　(1)①にあっては、翌年３か月間（(1)①で基準とした最近３か月間と同時期）の売上高等が、最近３か月間の売上高等と比較して増加が見込めるとともに、資金繰りの緩和が図られること

　　　Ａ　最近３か月間の売上高　　　　　　　　　　　Ｇ　翌年の同時期の売上高
　　　　　（又は受注高、経常利益）　　　　　　　　　　　（又は受注高、経常利益）
　　　　（　　　　年　　月～　　月）　　　　　　　　　（　　　　年　　月～　　月）
　　　　　　　　　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

　　　　　※（Ｇ－Ａ）／Ａ×１００＝　　　　　　％　＞０％
　　　　


　　(3)　(1)②にあっては、翌年１か月間（(1)②で基準とした最近１か月間と同時期）の売上高等及びその後の２か月間を含む３か月間（(1)②で基準とした最近１か月間及びその後の２か月間を含む３か月間と同時期）の売上高等が、最近１か月間の売上高等及びその後の２か月間を含む３か月間の売上高等に比較して増加が見込めるともに、資金繰りの緩和が図られること

　　　Ｃ　最近１か月間の売上高　　　　　　　　　　　Ｈ　翌年の同時期の売上高
　　　　　（又は受注高、経常利益）　　　　　　　　　　　（又は受注高、経常利益）
　　　　（　　　　年　　月～　　月）　　　　　　　　　（　　　　年　　月～　　月）
　　　　　　　　　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

　　　　　※（Ｈ－Ｃ）／Ｃ×１００＝　　　　　　％　＞０％


　　　Ｅ　最近１か月間及びその後の２か月間　　　　　　Ｉ　翌年の同時期の売上高
　　　　　の売上高（又は受注高、経常利益）　　　　　　　　（又は受注高、経常利益）
　　　　（　　　　年　　月～　　月）　　　　　　　　　（　　　　年　　月～　　月）
　　　　　　　　　　　　　　　千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

　　　　　※（Ｉ－Ｅ）／Ｅ×１００＝　　　　　　％　＞０％

８　原油価格の上昇又は物価高騰の影響による売上高（又は受注高、経常利益）減少の事情（具体的に記入）



９　添付書類
　　　合計残高試算表（損益計算書、貸借対照表）、総勘定元帳、月別売上実績又は資金繰り表の写し等、
状況を具体的に証明できる書類




